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　木造二階建寄棟造桟
さん

瓦
がわら

葺
ぶき

で、東側に切妻造の玄関ポーチを設け、外壁は下見板
張りで仕上げています。上げ下げ窓や玄関ポーチなどは洋風建築の要素を取り入
れる一方、小屋組みや土台、軸組みなどは日本古来の工法が踏襲されています。
　当時は土間のある麦わら葺や茅

かや
葺屋根の民家が大半であった中、このような

外観が洋風の建物は海老名では珍しく、〝ハイカラ〟な建物でした。

物
で
す
。建
築
に
関
す
る
図
面
や
契
約
書

な
ど
の
書
類
が
残
っ
て
い
る
こ
と
も
特

徴
で
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
役
割
を
経
て

「
温
故
館
」へ

　

現
在
の
温
故
館
の
建
物
は
、大
正
７

（
１
９
１
８
）年
、海
老
名
村
役
場
庁
舎

と
し
て
建
築
さ
れ
ま
し
た
。昭
和
15

（
１
９
４
０
）年
の
町
制
施
行
後
は
町
役

場
と
な
り
ま
し
た
。町
の
規
模
拡
大
に
合

わ
せ
て
、北
側
、東
側
、西
側
へ
と
増
改
築

を
重
ね
、同
41（
１
９
６
６
）年
に
新
庁
舎

へ
移
転
す
る
ま
で
48
年
間
に
わ
た
り
役
場

庁
舎
と
し
て
使
用
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、14
年
間
商
工
会
議
所
な
ど
と

し
て
使
用
さ
れ
た
の
ち
、解
体
計
画
が
持

ち
上
が
り
ま
し
た
。市
民
の
保
存
運
動
も

あ
り
、同
57（
1
9
8
2
）年
に
郷
土
資
料

館「
海
老
名
市
温
故
館
」と
し
て
改
修
し
、

建
物
の
歴
史
を
つ
な
げ
ま
し
た
。

　
大
正
か
ら
昭
和
に
か
け
て
村
役
場
・
町

役
場
な
ど
と
し
て
使
わ
れ
た
海
老
名
市
温

故
館（
以
下
温
故
館
）が
、こ
と
し
８
月
、

国
の
登
録
有
形
文
化
財
に
登
録
さ
れ
ま
し

た
。
11
月
１
日
～
７
日
の
文
化
財
保
護
強

調
週
間
に
合
わ
せ
て
見
学
ツ
ア
ー
も
行
い

ま
す
。
市
内
で
貴
重
な“
百
年
建
築
”と

な
っ
た
役
場
建
物
を
訪
れ
て
み
ま
せ
ん

か
。

「
旧
村
役
場
建
物
が

現
存
」と
評
価

　

８
月
７
日
、温
故
館
が
国
の
登
録
有
形

文
化
財
に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。明
治
時
代

の
郡
役
所
な
ど
地
方
庁
舎
の
面
影
を
残
す

近
代
洋
風
建
築
で
、現
存
す
る
県
内
最
古

の
役
場
遺
構
で
あ
る
こ
と
な
ど
が
評
価
さ

れ
ま
し
た
。

　

関
東
大
震
災
の
被
害
を
免
れ
、震
災
前

の
公
共
建
築
を
現
在
に
伝
え
る
貴
重
な
建

建築当初の建物

移築に向けた解体の様子（平成22（2010）年）

柱頭飾り

方杖

垂飾り

棟
梁
は
伊
豆
大
工「
藤
井
熊
太
郎
」

　
「
伊
豆
大
工
」と
呼
ば
れ
た
職
人
た
ち
は
、腕
の

良
さ
か
ら
名
声
が
高
く
、江
戸
時
代
か
ら
相
模
国

内
で
活
躍
し
て
い
ま
し
た
。

　

海
老
名
村
役
場
の
建
築
は
、静
岡
県
仁
科
村

（
現
・
賀
茂
郡
西
伊
豆
町
）出
身
の
藤
井
熊
太
郎

（
１
８
６
９-

１
９
２
５
）が
大
工
の
棟と
う

梁り
ょ
う

を
務
め

ま
し
た
。海
老
名
小
学
校
第
３
仮
教
場
や
尋
常
高

等
海
老
名
小
学
校
、常
泉
院
な
ど
を
手
掛
け
、海
老

名
周
辺
で
は
腕
利
き
の

大
工
で
し
た
。国
登
録

有
形
文
化
財
の
嶋
㟢
家

住
宅
主
屋
も
熊
太
郎
の

建
築
と
み
ら
れ
ま
す
。

藤井熊太郎（個人蔵）

史跡相模
国分寺跡

海老名駅

海老名駅

海老名中央公園

相鉄線

小田急線

JR相模線

海老名市
温故館

旧温故館
位置

柱
ちゅう

頭
とう

飾
かざ

り・垂
たれ

飾
かざ

り・方
ほう

杖
づえ

角柱には柱頭飾り、柱頭か
ら横架材を曲線的につな
ぐやや平たい方杖の先に
は、先端が四角錐

すい
の垂飾り

がついている。洋風な特徴
を多く持つ造り。

バージボード

玄関ポーチの装飾された
破風板のこと。直線で構成
された幾何学的な模様は、
最もモダンな印象を与え
る部分。

入り口扉

玄関にある木製の入り口
扉。上部飾りはやや日本的
な雰囲気も。扉は、温故館
への改修の際に交換して
いるが、当時の意匠を留

とど
め

ている。

上げ下げ窓

上げ下げ式で、下のガラス
部分を動かすことができ
た。ガラス越しの景色が
歪
ゆが
んで見える古いガラス

を、今も２階の窓の一部に
使っている。

外壁

ドイツ下見と呼ばれる横
方向に目地が見える板張
りの壁で、一部を２階に展
示している。建築当初は青

あお

鼠
ねず
色だったことが分かっ

ている。

小屋組み・梁

２階小屋組みは傷みが少
なかったため、資材を全面
で再利用し移築した。２階
の丸太梁

ばり
は、現在化粧梁と

して館内２階天井に展示
している。

建物の特徴

　

耐
震
性
の
問
題
か
ら
温
故
館
を
休
館

し
た
平
成
18（
２
０
０
６
）年
、再
度
、解

体
ま
た
は
保
存
修
理
の
議
論
が
あ
り
ま

し
た
が
、同
22（
２
０
１
０
）年
に
西
側
約

１
８
０
㍍
の
現
在
地
に
移
築
、改
修
を
経

て
翌
年
４
月
に「
海
老
名
市
温
故
館
」と

し
て
再
び
開
館
し
ま
し
た
。

　

郷
土
の
歴
史
に
関
す
る
文
献
・
記
録
・

民
俗
・
考
古
な
ど
の
資
料
を
収
集
・
保
管
・

展
示
し
、海
老
名
の
歴
史
を
今
に
伝
え
る

役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

解体した部材を移築場所で組んでいる様子

コラム

教
育
総
務
課 

☎（
２
３
５
）４
９
２
５

温故館たてもの見学ツアー
　通常はガラス越しでしか見
ることのできない小屋組みな
どを案内します。直接会場へ。
期11月３日㈮㈷～５日㈰時10
時から・10時30分から・11時
から・13時30分から・14時か
ら・14時30分から・15時から
場海老名市温故館

「「
海
老
名
市
温
故
館

海
老
名
市
温
故
館
」」がが

   
                     

                  

（
旧
海
老
名
村
役
場
）

（
旧
海
老
名
村
役
場
）

     
     

国国
のの
登
録
有
形
文
化
財

登
録
有
形
文
化
財
にに

「
海
老
名
市
温
故
館
」が

                     

（
旧
海
老
名
村
役
場
）

     
国
の
登
録
有
形
文
化
財
に

海老名市温故館
開館時間　９時～17時15分（入館は16時45分まで）
所 在 地　国分南1 ー6 - 36
問い合わせ　☎（233）4028
小田急線・相模線「海老名駅」から徒歩約11分。コミバ
ス国分ルート「相模国分寺跡」下車、徒歩約１分
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令
和
４
年
度
一
般
会
計
の
決
算
を
中
心
に
、市
民
の
皆
さ
ん
が
納
め
た
税
金
の
使
い

道
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 財
政
財
政
状
況

一
般
会
計
決
算
の
概
要

決
算
額

　

収
支
の
管
理
は
、「
一
般
会
計
」「
特
別

会
計
」と「
企
業
会
計
」に
分
か
れ
て
い

ま
す
。「
一
般
会
計
」は
基
本
的
な
行
政

運
営
の
経
費
を
賄
う
も
の
、「
特
別
会
計
」

会計名 歳入決算額 歳出決算額

一般会計 550億8,428万　179円 523億4,164万7,459円

特別会計 232億1,754万4,422円 227億4,939万6,387円

国民健康保険事業 120億5,189万2,681円 120億3,275万2,708円

介護保険事業 89億4,153万1,589円 85億1,931万2,980円

後期高齢者医療事業 21億1,512万8,152円 20億8,846万2,699円

公共用地先行取得事業 1億   899万2,000円 1億   886万8,000円

企業会計 37億9,936万8,412円 44億9,194万2,725円

公共下水道事業 37億9,936万8,412円 44億9,194万2,725円

合　計 821億   119万3,013円 795億8,298万6,571円

　

歳
入
は
５
５
０
億
８
４
２
８
万
円（
円

グ
ラ
フ
１
）、歳
出
は
５
２
３
億
４
１
６
５

万
円（
円
グ
ラ
フ
２
）と
な
り
、歳
入
・
歳

出
と
も
に
前
年
度
を
下
回
り
ま
し
た
。

　
歳
入
は
、海
老
名
駅
西
口
地
区
の
開
発

の
進
展
や
企
業
業
績
の
回
復
が
顕
著
で
あ

る
こ
と
な
ど
に
よ
り
、個
人
市
民
税
・
法

人
市
民
税
・
固
定
資
産
税
の
全
て
の
市
税

税
目
が
増
加
し
ま
し
た
。
一
方
、臨
時
特

別
給
付
金
給
付
事
業
の
終
了
な
ど
に
伴
い

国
庫
支
出
金
が
減
少
し
、全
体
で
は
前
年

度
を
下
回
り
ま
し
た
。

　
歳
出
は
、西
口
地
区
道
路
整
備
事
業
や

相
鉄
線
海
老
名
駅
駅
舎
改
善
事
業
の
進
捗

な
ど
に
よ
り
普
通
建
設
事
業
費
が
増
加
し

　
自
治
体
の
財
政
状
況
は
、

財
政
健
全
化
法
に
基
づ
き

算
定
さ
れ
、国
が
定
め
る
基

準
を
超
え
た
場
合
、財
政
の

健
全
化
に
取
り
組
む
必
要

が
あ
る
と
判
断
さ
れ
ま
す
。

　

令
和
４
年
度
の
本
市
の

財
政
状
況
は
、「
健
全
化
判

断
比
率
」「
資
金
不
足
比
率
」

の
い
ず
れ
も
国
が
定
め
る

「
早
期
健
全
化
基
準
」「
経
営

健
全
化
基
準
」を
大
き
く
下

回
り
、問
題
な
し
と
判
断
さ

れ
ま
し
た
。

　 健全化判断比率 早期健全化基準

実質赤字比率 －(赤字なし)     11.97％

連結実質赤字比率 －(赤字なし)     16.97％

実質公債費比率   4.6％   25.0％

将来負担比率 28.2％ 350.0％

公営企業会計名 資金不足比率 経営健全化基準

公共下水道事業会計 －(資金不足なし) 20.0％

健全化判断比率

資金不足比率

企
画
財
政
課 

（
２
３
５
）８
４
５
３

〔 円グラフ１〕

市税市税
246億246億
4,694万円4,694万円

地方譲与税および各種交付金地方譲与税および各種交付金
44億5,213万円44億5,213万円

県支出金県支出金
34億657万円34億657万円

繰入金繰入金
26億26億
1,537万円1,537万円

市債市債
26億9,810万円26億9,810万円

その他その他
63億5,997万円63億5,997万円

国庫支出金国庫支出金
109億520万円109億520万円

物件費 物件費 
107107億億6,523万円6,523万円 公債費 公債費 

28億742万円28億742万円

歳出決算は以下の性質別に分類しています。

〔 円グラフ２〕

人件費人件費
79億1,493万円79億1,493万円

補助費等補助費等
42億3,481万円42億3,481万円

普通建設事業費 普通建設事業費 
50億974万円50億974万円

その他その他
79億9,283万円79億9,283万円

扶助費扶助費
136億136億
1,669万円1,669万円

人件費…市長や市職員の給与、議員や会計年度任用職員の報酬など
扶助費…障がい者や高齢者への支援、生活保護費など
公債費…市の借金である市債の返済に充てる経費
物件費…消耗品、業務委託料など
補助費等…各種団体への補助金など
普通建設事業費…道路などの整備や建物の建設に関する経費

その他   5万4,031円

教育費   3万8,199円

消防費   1万5,789円

土木費   4万   913円

衛生費   3万2,851円 

民生費 15万3,558円

総務費   4万   759円

１人当たり総額  37万6,100円

※歳出予算を行政目的で分類し、住民基
本台帳の令和５年３月31日現在の人口
13万9,170人で算出しています。

財
政
状
況
は「
健
全
」

一般会計
決算の内訳

は
独
自
の
収
入
が
あ
る
も
の
、「
企
業
会

計
」は
地
方
公
営
企
業
法
の
適
用
に
よ
り

企
業
会
計
方
式
で
事
業
を
運
営
す
る
も

の
で
す
。

市
民
１
人
当
た
り
の

歳
出
決
算
額（
目
的
別
経
費
）

令
和
４
年
度 

海
老
名
市
の

用語説明

た
一
方
、市
制
施
行
50
周
年
記
念
プ
レ
ミ

ア
ム
付
商
品
券
発
行
事
業
の
終
了
な
ど
に

よ
り
補
助
費
等
が
減
少
し
、全
体
で
は
前

年
度
を
下
回
り
ま
し
た
。

　
市
民
１
人
当
た
り
の
基
金
・
市
債
の
残

高
は
良
好
で
す
。
政
令
市
を
除
く
県
内
16

市
の
中
で
基
金
残
高
は
６
万
１
７
４
０
円

と
８
番
目
に
多
く
、市
債
の
残
高
は
企
業

会
計
分
を
含
め
て
28
万
５
２
８
１
円
と
３

番
目
に
少
な
い
金
額
で
す
。

　
実
質
収
支
は
、歳
入
歳
出
決
算
額
の
差

額
27
億
４
２
６
３
万
円
の
う
ち
、翌
年
度

に
繰
り
越
す
べ
き
財
源
を
差
し
引
い
た

20
億
９
６
７
８
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

歳入
令和４年度決算額

550億8,428万円

歳出
令和４年度決算額

523億4,165万円
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充
実
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち

市
制
施
行
50
周
年
記
念
プ
ラ
ス
１
事
業

え
び
な
市
民
ま
つ
り
の
実
施

１
９
０
０
万
円

　
コ
ロ
ナ
禍
で
中
止
し
て
い
た
え
び
な

市
民
ま
つ
り
を
市
制
施
行
50
周
年
記
念

プ
ラ
ス
１
事
業
と
し

て
拡
大
し
、初
め
て
２

日
間
開
催
し
ま
し
た
。

防
犯
灯
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
整
備
事
業

７
７
０
０
万
円

　
市
民
の
安
全
を
守
る
防
犯
灯
の
Ｌ
Ｅ

Ｄ
化
を
推
進
し
、環
境
負
荷
の
軽
減
を

図
り
ま
し
た
。

健
や
か
に
暮
ら
せ
る
ま
ち

駅
間
で
の
健
康
推
進
事
業
の
実
施

１
８
０
０
万
円

　

若
い
世
代
の
健
康
増
進
を
目
的
に
、

海
老
名
駅
駅
間
施
設
ビ
ナ
ガ
ー
デ
ン
ズ

パ
ー
チ
に「
び
な
ウ
ェ
ル
」を
開
設
し
、

相
談
や
講
座
な
ど
の
健
康
・
医
療
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
展
開
し
ま
し
た
。

公
共
施
設
附
帯
駐
車
場
の
有
料
化

２
１
０
０
万
円

　
将
来
的
な
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化

を
見
据
え
、「
受
益
者
負
担
の
適
正
化
」

「
負
担
の
公
平
性
」

「
財
源
の
確
保
」

を
目
的
に
、公
共

施
設
附
帯
駐
車
場

の
有
料
化
を
開
始

し
ま
し
た
。

豊
か
な
学
び
を
育
む
ま
ち

食
の
創
造
館
増
築
棟
整
備
事
業

３
億
５
７
０
０
万
円

　
公
立
中
学

校
の
完
全
給

食
実
施
に
向

け
て
、食
の

創
造
館
増
築

棟
建
設
工
事

を
開
始
し
ま

し
た
。

ラ
イ
フ
・
ス
タ
デ
ィ
サ
ポ
ー
ト
の
拡
充

１
３
０
０
万
円

　

中
学
生
の
学
習
習
慣
の
確
立
・
学
習

意
欲
の
向
上
を
目
指
し
、新
た
に
北
部

地
区（
柏
ケ
谷
中
学
校
区
・
今
泉
中
学

校
区
）で
学
習
支
援
を
開
始
し
ま
し
た
。

令和４年度の主な取り組み

市で積極的に取り組んでいる
「SDGs」の目標と関連する分野に
「SDGs」のアイコンを併記しました。

家
庭
系
ご
み
の
減
量
化
に
資
す
る

戸
別
収
集

２
億
５
４
０
０
万
円

　
「
家
庭
系
ご
み
の
一
部
有
料
化
と
燃
や

せ
る
ご
み
の

戸
別
収
集
」

を
継
続
し
、

燃
や
せ
る
ご

み
の
減
量
化

と
資
源
化
を

促
進
し
ま
し

た
。便

利
で
快
適
に
暮
ら
せ
る
ま
ち

市
道
62
号
線
延
伸
の
整
備

（
継
続
事
業
完
了
）１

億
６
２
０
０
万
円

　
安
全
で
快
適
な
生
活
環
境
に
す
る
た

め
、市
道
62

号
線
を
延
伸

し
、橋
り
ょ

う
を
設
置
し

ま
し
た
。

24
時
間
健
康
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
の
実
施

３
０
０
万
円

　

市
民
が
24
時
間
３
６
５
日
、健
康
に

関
す
る
不
安
を
相
談
で
き
る
コ
ー
ル
セ

ン
タ
ー
を
整
備
し
、深
夜
帯
で
も
相
談

可
能
な
体
制
を
構
築
し
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

予
防
接
種
の
実
施

９
億
３
０
０
万
円

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大

防
止
の
た
め
、集
団
接
種
会
場
や
夜
間

接
種
会
場
を
設
置
し
、生
後
６
カ
月
以

上
の
市
民
を
対
象
に
ワ
ク
チ
ン
接
種
を

行
い
ま
し
た
。

に
ぎ
わ
い
が
あ
り

自
然
に
優
し
い
ま
ち

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
原
油
価
格
・
物
価
高

騰
対
応
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
の
発
行

３
億
７
０
０
０
万
円

　
市
民
の
生
活
支
援
と
地
域
経
済
の
活
性

化
の
た
め
、市
内
で

の
み
使
用
可
能
な

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商

品
券
を
発
行
し
ま

し
た
。

か
が
や
き
を
創
造
す
る
ま
ち

ス
マ
ー
ト
窓
口
・
引
越
し
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
を
新
設

４
１
０
０
万
円

　
市
民
の
負
担
軽
減
と
利
便
性
向
上
の

た
め
、各
種
証
明
書
の
発
行
手
続
き
な

ど
を
簡
素
化
し
た
ほ
か
、住
所
異
動
手

続
き
の
事
前
申
請
を
可
能
に
し
ま
し
た
。

公
共
施
設
再
編（
適
正
化
）計
画
の
改
定

８
０
０
万
円

　
ア
ン
ケ
ー
ト
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な

ど
で
得
た
市
民
の
意
見
と
、市
の
施
策

展
開
と
の
整
合
性
を
確
認
し
な
が
ら
改

定
案
の
作
成
を
進
め
ま
し
た
。

安
全
で
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
ま
ち

消
防
署
南
分
署
整
備
事
業２

８
０
０
万
円

　
甚
大
化
す
る
災
害
な
ど
へ
の
確
実
な

対
応
や
、「
安

全
・
安
心
な
ま

ち
」の
維
持
の

た
め
、南
分
署

の
移
転
と
建
て

替
え
整
備
を
進

め
ま
し
た
。

消
防
車
両
の
整
備

９
３
０
０
万
円

　
万
全
な
出
動
体
制
を
整
え
市
民
の
安

全
・
安
心
を
確
保
す
る
た
め
、消
防
ポ

ン
プ
自
動
車
と
高
規
格
救
急
自
動
車
を

更
新
し
ま
し
た
。

防
災
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
更
新９

０
０
万
円

　
災
害
に
関
す
る
情
報
入
手
手
段
や
各

種
ハ
ザ
ー
ド
を
周
知
す
る
た
め
、防
災

ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
の
改
訂
版

を
発
行
し
ま

し
た
。

新
た
な
発
見
が
で
き
る
ま
ち

市
制
施
行
50
周
年
記
念
プ
ラ
ス
１
事
業

５
０
５
０
Ｅ
Ｂ
Ｉ
Ｎ
Ａ
ダ
ン
ス
の
実
施

50
万
円

　
コ
ロ
ナ
禍
で
控
え
て
い
た「
５
０
５
０

Ｅ
Ｂ
Ｉ
Ｎ
Ａ
ダ
ン
ス
」を
市
制
施
行
50

周
年
記
念
プ
ラ
ス
１
事
業
と
し
て
実

施
し
、
市
民
の

笑
顔
と
元
気
を

発
信
す
る
と
と

も
に
、
郷
土
愛

の
醸
成
を
図
り

ま
し
た
。

　「ふるさと納税制度」は、応援する
自治体に寄付して返礼品を受け取る
ことができ、住民税の税額控除が受
けられる制度です。市民が他の自治
体に寄付をすると、市の税収が減少
します。
　ふるさと納税による減収税額は
年々拡大しており、導入当初の平成
28年度は5,700万円でしたが令和５
年度は５億3,700万円に達する見込
みです。
　ふるさと納税による減収は、市の
行政サービスの提供に影響を及ぼす
可能性があります。他自治体へふる
さと納税をする前に、もう一度考え
てみませんか。

　令和４年度は「コロナ禍に光を見
み

出
いだ

す 将来の健全財政を維持」をテーマ
に、新型コロナウイルス感染症の拡大防止と社会経済活動の両立を基盤と
した政策を進めました。
　海老名駅西口地区関連道路の整備をはじめ、公立中学校の完全給食実施
に向けた食の創造館増築棟建設工事のほか、市制施行50周年記念プラス１
事業や市民生活を守り経済の活性化を図るための事業など、ハードとソフ
トの両面から新たなまちづくりを推進しました。

ふるさと納税をすると
市の税収が減少します

見本見本

見本見本

食の創造館完成イメージ

南分署完成イメージ
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（%）
50
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第
11 
回 

え
び
な
凧
揚
げ
ま
つ
り

「
和
凧
作
り
教
室
」

　
竹
の
骨
組
み
と
和
紙
を
使
っ
た
伝
統
的
な
和
凧だ
こ

を
作
り

ま
す
。
作
っ
た
凧
は
市
役
所
で
展
示
し
ま
す
。
令
和
６
年

１
月
20
日（
土
）の「
第
11
回
え
び
な
凧
揚
げ
ま
つ
り
」で

揚
げ
ま
し
ょ
う
。

日
12
月
16
日（
土
）９
時
30
分
～
15
時
ご
ろ

場
市
役
所
４
０
１
会
議
室

対
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方

内
角
凧
作
り
／
先
着
20
人
、簡
易
凧
作
り
／
先
着
10
人

費
5
0
0
円（
材
料
費
）

申
11
月
２
日（
木
）か
ら
、直
接
文
化
ス
ポ
ー
ツ
課
へ

他
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴

文
化
ス
ポ
ー
ツ
課 

☎（
２
３
５
）４
７
９
７

富
士
フ
イ
ル
ム
海
老
名
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
Ａ
Ｆ
Ｃ

公
式
戦
無
料
招
待
・
体
験
会

　
ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
Ｘ
リ
ー
グ
所
属
で
、本
市
が
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
の「
富
士

フ
イ
ル
ム
海
老
名
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
Ａ
Ｆ
Ｃ
」が
、秋
季
リ
ー
グ
公
式
戦
に
無
料
観
覧
席
を

設
け
ま
す
。
お
子
さ
ん
向
け
の
体
験
会
も
行
い
ま
す
。
雨
天
の
場
合
は
、内
容
が
変
更

さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
駐
車
場
の
利
用
は
有
料
で
す
。
詳
細
は
、文
化
ス
ポ
ー
ツ

課
へ
問
い
合
わ
せ
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

日
11
月
11
日（
土
）

場
海
老
名
運
動
公
園
陸
上
競
技
場
な
ど

◆
公
式
戦
無
料
招
待

　
東
京
都
八
王
子
市
の「
P
e
n
t
a
O
c
e
a
n
パ
イ
レ
ー
ツ
」と
対
戦
し
ま
す
。
直

接
会
場
へ
。

時
13
時
30
分
か
ら
３
時
間
程
度（
受
け
付
け
は
13
時
か
ら
）
対
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

の
方
定
先
着
１
０
０
０
人
持
身
分
証

明
書
な
ど
住
所
が
分
か
る
も
の

◆
ア
メ
フ
ト
鬼
ご
っ
こ
・
フ
ラ
ッ
グ

　
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
体
験
会

　
お
子
さ
ん
向
け
の
体
験
会
で
す
。

時
11
時
30
分
～
12
時
30
分
ご
ろ
対
市

内
在
住
の
５
歳
～
小
学
生
定
先
着

２
０
０
人
申
11
月
２
日（
木
）か
ら
、富

士
フ
イ
ル
ム
海
老
名
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
Ａ

Ｆ
Ｃ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

文
化
ス
ポ
ー
ツ
課 

☎（
２
３
５
）４
９
２
７

申し込み
ページ

市
政
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果

市
民
相
談
課 

☎（
２
３
５
）４
５
６
７

質
問

　
こ
れ
か
ら
も
海
老
名
に
住
み
た
い
と
思
い
ま
す
か
。

　
「
ず
っ
と
住
み
た
い
」と「
で
き
れ
ば
住
み
続
け
た

い
」の
合
計
が
93
・
８
㌫
と
、多
く
の
人
が
こ
れ
か
ら

も
海
老
名
に
定
住
す
る
意
向
が
あ
る
こ
と
が
分
か
り

ま
し
た
。
特
に「
ず
っ
と
住
み
た
い
」は
前
回
の
調
査

と
比
較
し
て
13
ポイント
以
上
増
え
、定
住
意
向
が
強
く
な
っ

て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

質
問

　
子
育
て
施
策
・
施
設
に
つ
い
て
、さ
ら
に
充
実
す

る
と
良
い
と
思
う
も
の
は
何
で
す
か
。（
複
数
選
択
可
）

　
施
設
の
充
実
を
希
望
す
る
回
答
が
多
い
こ
と
が
分
か

り
ま
す
。

質
問

　
今
後
の
市
道
整
備
で
力
を
入
れ
て
ほ
し
い
も
の

は
何
で
す
か
。（
複
数
選
択
可
）

　
幹
線
道
路
よ
り
も
生
活
道
路
な
ど
の
整
備
に
需
要
が

あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

質
問

　
市
が
進
め
る
デ
ジ
タ
ル
化
に
つ
い
て
、各
種
手
続

き（
申
請
、届
出
、予
約
、案
内
な
ど
）の
実
現
・
充
実

を
希
望
す
る
分
野
は
何
で
す
か
。（
複
数
選
択
可
）

　
全
体
的
に
回
答
が
分
散
し
ま
し
た
が
、健
康
や
福

祉
に
関
す
る
手
続
き
の
回
答
が
高
い
傾
向
に
あ
り
ま

し
た
。質

問

　
既
存
の
公
共
施
設
の
再
編（
適
正
化
）を
ど
う
思

い
ま
す
か
。

　
「
ど
ち
ら
と
も
言
え

な
い
」「
わ
か
ら
な
い
」

が
過
半
数
を
占
め
ま

し
た
。

　
市
政
に
対
す
る
市
民
意
識
を
把
握
し
政
策
に
反
映
す
る

た
め
に
市
政
ア
ン
ケ
ー
ト
を
隔
年
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　
無
作
為
に
抽
出
し
た
市
内
在
住
の
15
歳
以
上
３
５
０
０

人
に
調
査
票
を
発
送
し
、郵
送
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
回

答
を
集
め
ま
し
た
。回
収
率
は
41
・
２
㌫（
１
４
４
１
人
）

で
す
。
調
査
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
主
な
質
問
と
回
答
は
次
の
と
お
り
で
す
。
調
査

結
果
報
告
書
は
市
民
相
談
課
で
配

布
の
ほ
か
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

できれば
住み続け
たい
33%

できれば市外に
移りたい
5.4%

すぐにでも
市外に移りたい
0.5%

無回答
0.3%

そ
の
他

無
回
答

広
報

ス
ポ
ー
ツ

教
育

子
育
て

文
化
・
芸
術

特
に
な
し

環
境
・ご
み

福
祉

イ
ベ
ン
ト
・
講
座

防
災
・
防
犯

介
護

健
康
・
医
療

賛成
31.9%

反対
5.6%

どちらとも
言えない
25.7%

わからない
34.6%

無回答
2.2%

ずっと
住みたい
60.8%

無
回
答

子
育
て
関
連
情
報
の
発
信

妊
娠
・
出
産
・
育
児
に

関
す
る
相
談
体
制

施
設
・
公
園
な
ど
の

お
出
か
け
ス
ポ
ッ
ト

保
育
所
・
幼
稚
園
・

学
童
保
育
の
施
設

（%）
60

50

40

30

20

10

無
回
答

道
路
整
備
の
必
要
性
を

感
じ
な
い

駅
周
辺
な
ど
市
内
の

幹
線
道
路
網
の
充
実

通
学
路
の
安
全
対
策
や

歩
道
整
備

生
活
道
路
な
ど
の
身
近
な

道
路
施
設
の
整
備
の
充
実

（%）
40

30

20

10

23.6

3735.9

43.8

23.3
23.4

33.3
32.3

31.4

22.3
19.2

1.72.9

16.7

50.2

27.1

50.5

10.5

18.9

54

34.8

61.8

1.5

14.9

調査結果報告
書掲載ページ
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人
権
啓
発
講
演
会「
心
を
ほ
ぐ
す
ス

ト
レ
ッ
チ〝
ほ
ん
の
少
し
の
遊
び
心
で

自
分
に
も
人
に
も
優
し
く
な
れ
る
〟」

市
民
相
談
課 

☎（
２
３
５
）４
５
６
８

　
歌
や
朗
読
劇
を
折
り
込
ん
だ
人
権
に
つ
い
て
の
講
演
で
す
。「
中

学
生
人
権
作
文
・
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
テ
ス
ト
」と「〝
平
和
な
ま
ち
”絵

画
コ
ン
テ
ス
ト
」の
表
彰
式
と
作
文
朗
読
を
同
日
に
行
い
ま
す
。

日
12
月
2
日（
土
）13
時
30
分
～
15
時
50
分
場
文
化
会
館
小
ホ
ー

ル
定
先
着
３
０
０
人
費
無
料
申
11
月
２
日（
木
）か
ら
、L
I
N
E

「
海
老
名
市
」ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
。電
話
ま
た
は
直
接
市

民
相
談
課
へ
も
可
他
手
話
通
訳
、要
約
筆
記
あ
り
。２
歳
～
就
学

前
、若
干
名
の
託
児
あ
り
。要
予
約
。11
月
14
日（
火
）締
め
切
り
。

駐
車
場
の
利
用
は
有
料
で
す

テレビアニメ「それいけ！アンパンマ
ン」のバタコ役などの声優。歌手・
脚本家。命や人間の心をテーマに
した物語を執筆し、自ら「語る」活動
を展開している。

【講師】佐久間レイ氏

11
月
12
日
～
25
日
は

女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す

運
動
期
間

市
民
相
談
課 

☎（
２
３
５
）４
５
６
８

◆
全
国
一
斉「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」強
化
週
間

　
夫
や
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴

力
や
セ
ク
ハ
ラ
な
ど
、女
性
の

人
権
問
題
に
つ
い
て
電
話
相
談

に
応
じ
ま
す
。秘
密
は
厳
守
し

ま
す
。一
人
で
悩
み
を
抱
え
て

い
る
人
は
、ま
ず
は
相
談
し
て

み
ま
し
ょ
う
。

【
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
】

☎
０
５
７
０（
０
７
０
）８
１
０

（
全
国
統
一
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

期
11
月
15
日（
水
）～
21
日（
火
）

時
８
時
30
分
～
19
時（（
土
）

（
日
）10
時
～
17
時
）

他
期
間
外
は
８
時
30
分
～
17
時
15
分（（
土
）（
日
）（
祝
）除
く
）で

相
談
に
応
じ
ま
す

◆
女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動
パ
ネ
ル
展

　
Ｄ
Ｖ・性
犯
罪・ス
ト
ー
カ
ー・売
買
春・セ
ク
ハ
ラ
な
ど
、暴
力

は
決
し
て
許
さ
れ
な
い
行
為
で
す
。「
性
暴
力
を
、な
く
そ
う
」を

テ
ー
マ
に
パ
ネ
ル
展
を
行
い
ま
す
。

期
11
月
13
日（
月
）～
24
日（
金
）（（
土
）（
日
）（
祝
）除
く
、 

最
終
日

は
12
時
ま
で
）

場
市
役
所
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル

女
性
の
活
躍
推
進
講
座「
多
様
な
視
点
で
、皆
で

助
け
る
、皆
が
助
か
る
防
災
講
座
」

市
民
相
談
課 

☎（
２
３
５
）４
５
６
８

防災士、明治大学プ
ログラム評価研究所
客員研究員。国際Ｎ
ＧＯのスタッフとし
て途上国や紛争地域
の人道支援・復興支
援などに20年以上
従事した。

【講師】高橋聖子氏

　
被
災
時
の
問
題
を
、性
別
や
年
代
、男
女
共
同
参
画
な
ど
の
さ
ま

ざ
ま
な
視
点
か
ら
考
え
ま
す
。

日
11
月
26
日（
日
）14
時
～
16
時
場
市
役
所
７
０
１
会
議
室
定
先
着

50
人
費
無
料
申
11
月
２
日（
木
）か
ら
、L
I
N
E「
海
老
名
市
」ま
た

は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
。電
話
ま
た
は
直
接
市
民
相
談
課
へ
も
可

他
２
歳
～
就
学
前
、若
干
名
の
託
児
あ
り
。要
予
約
。11
月
14
日（
火
）

締
め
切
り

オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン
・
児
童
虐
待
防
止
推
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

「
あ
な
た
し
か  

気
づ
い
て
な
い
か
も  

そ
の
サ
イ
ン
」

子
育
て
相
談
課 

☎（
２
３
５
）４
８
２
５

　
虐
待
は
子
ど
も
の
心
身
の
成
長・発
達
に
大
き
な
影
響
を
与
え
ま
す
。出
産
や
子
育
て

に
悩
ん
だ
時
や
、虐
待
を
受
け
た
と
思
わ
れ
る
子
ど
も
を
見
つ
け
た
時
は
、「
こ
ど
も
家

庭
相
談
室
」や「
厚
木
児
童
相
談
所
」に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。連
絡
し
た
人
の
情
報
は
守

ら
れ
ま
す
。あ
な
た
の
行
動
が
児
童
虐
待
の
早
期
発
見・防
止
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
子
ど
も
を
育
て
る
親
や
養
育
者
が
、子
ど

も
の
心
や
体
を
傷
つ
け
る
行
為
を
さ
し
ま
す
。

「
身
体
的
虐
待
」「
心
理
的
虐
待
」「
ネ
グ
レ
ク

ト
」「
性
的
虐
待
」の
４
つ
に
分
類
さ
れ
、子
ど

も
へ
の
体
罰
や
心
を
傷
つ
け
る
行
為
は
法
律

で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。し
つ
け
の
た
め
だ
と

し
て
も
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

児
童
虐
待
と
は

11
月
は
高
齢
者
虐
待
防
止
推
進
月
間

「
介
護
の
不
安
や
近
所
の
人
の
異
変
は
一
報
を
」

　
虐
待
の
要
因
は
介
護
に
対
す
る
疲
れ
や
、知

識
不
足
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
す
。介
護
に
不
安
が

あ
る
人
や
、近
所
の
人
の
様
子
に
異
変
を
感
じ

た
時
は
、市
ま
た
は
最
寄
り
の
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー（
下
表
）に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。連

絡
し
た
人
の
情
報
は
守
ら
れ
ま
す
。

　
家
族
や
施
設
職
員
な
ど
の
介
護
者
が
、暴
言

や
暴
力
を
振
る
う
な
ど
本
人
の
尊
厳
を
冒
す

行
為
を
さ
し
ま
す
。「
身
体
的
虐
待
」「
心
理
的

虐
待
」「
ネ
グ
レ
ク
ト
」「
性
的
虐
待
」「
経
済
的

虐
待
」の
５
つ
に
分
類
さ
れ
、ど
の
よ
う
な
理

由
で
あ
っ
て
も
、こ
れ
ら
の
行
為
は
認
め
ら
れ

ま
せ
ん
。

【
家
族
な
ど
か
ら
の
虐
待
】地
域
包
括
ケ
ア
推
進
課 
☎（
２
３
５
）４
９
５
０

【
介
護
施
設
職
員
な
ど
か
ら
の
虐
待
】介
護
保
険
課 

☎（
２
３
５
）８
２
３
２

高
齢
者
虐
待
と
は

お住まいの地域 相談窓口 問い合わせ
柏ケ谷・東柏ケ谷・望地 海老名東地域包括支援センター ☎（292）1411
上郷・上今泉・下今泉・扇町・泉・めぐみ町 海老名北地域包括支援センター ☎（231）6061
勝瀬・中央・国分南・国分北 海老名中央地域包括支援センター ☎（234）2973
中新田・さつき町・河原口・社家 さつき町地域包括支援センター ☎（234）7226
大谷・大谷南・大谷北・国分寺台・浜田町 国分寺台地域包括支援センター ☎（233）8881
中河内・中野・今里・上河内・
杉久保南・杉久保北・本郷・門沢橋 海老名南地域包括支援センター ☎（238）7691

　
児
童
虐
待
防
止
の
ポ
イ
ン
ト
を
パ
ネ

ル
で
紹
介
し
ま
す
。

期
11
月
６
日（
月
）～

17
日（
金
）（
閉
庁
日

除
く
。
初
日
は
13
時

か
ら
、最
終
日
は
15

時
ま
で
）場
市
役
所
エ

ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル

オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン
・

児
童
虐
待
防
止
推
進

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
パ
ネ
ル
展

相談窓口 問い合わせ 受付時間
市こども家庭相談室 ☎（235）4825 ㈪～㈮９時～17時

厚木児童相談所 ☎（240）6430 ㈪～㈮８時30分～17時15分

児童相談所全国共通ダイヤル ☎189 24時間

県こども・家庭110番 ☎0466（84）7000 ９時～20時

県警察 子ども安全110番 ☎0120（604）415
24時間

海老名警察署 ☎（232）0110

高
齢
者
虐
待
防
止
推
進
月
間

シ
ョ
ー
ウ
イ
ン
ド
ー
展

　
高
齢
者
虐
待
防
止
の
ポ
イ
ン
ト
を
パ

ネ
ル
で
紹
介
し
ま
す
。

期
11
月
２
日（
木
）～
10
日（
金
）（
初
日
は

14
時
か
ら
、最
終
日
は
10
時
ま
で
）

場
三
井
住
友
銀
行
海
老
名
支
店
展
示
ス

ペ
ー
ス（
中
央
１-

２-

２
）
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明
る
い
選
挙

啓
発
ポ
ス
タ
ー

コ
ン
ク
ー
ル
募
集
結
果

　
政
治
や
選
挙
へ
の
関
心
を
高
め
る
た
め
、
市
内
在

住
・
在
学
の
小
・
中
学
生
を
対
象
に
募
集
し
、
62
点

の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。金
賞
は
次
の
と
お
り
で
す
。

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

 

☎（
２
３
５
）４
９
０
５

小学校低学年の部
渡辺頼仁さん

（柏ケ谷小３年）

中学校の部
小野寺菜央さん
（海西中３年）

小学校高学年の部
三原莉都さん

（有鹿小５年）

交
通
安
全
・
防
犯
功
労
者
と

交
通
安
全
・
防
犯
ポ
ス
タ
ー
募
集
結
果

　
交
通
安
全
や
防
犯
へ
の
意
識
を
高
め
る
た
め
、市
内
在
住・在
学
の
小
学
生
を
対
象
に
ポ
ス
タ
ー
を
募
集
し
、４
０
２
点

の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。交
通
安
全・防
犯
功
労
者
と
ポ
ス
タ
ー
の
最
優
秀
賞
は
次
の
と
お
り
で
す（
敬
称
略・順
不
同
）。

地
域
づ
く
り
課 
☎（
２
３
５
）４
７
８
９

交
通
安
全
功
労
者

髙
橋
正
雄
、
宮
代 

憲
、

野
間
敬
司
、
濱
田
広
行
、

森 

正
博
、
小
松
英
一

防
犯
功
労
団
体

地
区
社
協
国
分
寺
台
樽

井
ま
ち
づ
く
り
会
、
中

央
一
丁
目
自
治
会
、
中

央
三
丁
目
自
治
会
、
海

老
名
み
ず
ほ
ハ
イ
ツ
自

治
会
、
河
原
口
第
二
自

治
会
、
東
柏
ケ
谷
四
丁

目
自
治
会
、社
家
自
治
会

防
犯
功
労
者

杵
渕 

滋
、
茅
原
利
行
、

大
島
眞
司
、
湯
澤
慶
彦
、

濱
津
義
男
、
羽
野
勝
久
、

下
村
貞
夫
、
大
貫
廣
明
、

岡
部
明
宏
、
吉
澤
美
香
、

小
野
義
郎
、
早
川
利
郎
、

倉
橋
敏
夫
、
平
川
菊
哉
、

山
田
日
吉
郎

交
通
安
全
・
防
犯
ポ
ス
タ
ー

小学校１年生の部
曹 梓菲さん（海老名小）

小学校２年生の部
渡部珠莉さん（海老名小）

小学校３年生の部
飯田愛里さん（杉本小）

小学校４年生の部
木村愛美さん（杉本小）

小学校５年生の部
村井 湊さん（東柏ケ谷小）

小学校６年生の部
松崎陽真理さん（杉本小）

　

統
計
知
識
の
普
及
と
表
現
技
術
向
上
の
た
め
、
市
内
在
住
・
在
学
の
小
・
中
学
生
を
対
象
に
募
集
し
、

１
１
２
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
市
長
賞
・
県
統
計
グ
ラ
フ
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
は
次
の
と
お
り
で
す
。

統
計
グ
ラ
フ
コ
ン
ク
ー
ル
募
集
結
果

Ｉ
Ｔ
推
進
課 

☎（
２
３
５
）４
６
９
８

小学校１・２年生の部
内倉 新さん（海老名小２年）
「きれいな海老名にしよう！　

通学路ゴミしらべ」

小学校３・４年生の部
小松瑳子さん（柏ケ谷小３年）

「野さいさい生できるかな？」

小学校５・６年生の部
永廣覚史さん（海老名小５年）

「知ってる？ 食物アレルギー」

パソコンの部
齊藤颯太さん（海老名小５年）

「いつもの食べ物はほとんど
海外のモノだった！」

【
県
統
計
グ
ラ
フ
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
】

小
学
校
１・２
年
生
の
部

石
塚
菜
実
さ
ん（
大
谷
小
２
年
）

「
公
園
の
虫
大
調
査
」

松
山
瑛
音
さ
ん（
上
星
小
２
年
）

「
３
兄
弟
っ
て
め
ず
ら
し
い
？
」

小
学
校
３・４
年
生
の
部

大
高
幸
宙
さ
ん（
杉
久
保
小
３
年
）

「
昔
話
に
で
て
く
る
ど
う
ぶ
つ
た
ち
」

小
学
校
５・６
年
生
の
部

石
井
里
沙
さ
ん（
有
鹿
小
６
年
）

「
S
D
Gs「
知
る
」か
ら「
行
動
へ
！
」～
地
球
を
変
え
る

一
歩
～
」

こ
こ
ろ
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
２
０
２
３

障
が
い
福
祉
課 

☎（
２
３
５
）４
８
１
３

F（
２
３
３
）５
７
３
１

　
障
が
い
当
事
者
に
よ
る
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
や
e
ス
ポ
ー
ツ
体
験
会

を
通
し
て
障
が
い
へ
の
理
解
を
深
め
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
障
が
い
福
祉

事
業
所
に
よ
る
販
売
や
、
障
が
い
者
団
体
の
活
動
を
紹
介
す
る
パ
ネ
ル

展
な
ど
も
あ
り
ま
す
。

日
12
月
９
日（
土
）13
時
～
16
時（
12
時
30
分
開
場
）

場
今
泉
小
学
校
費
無
料

◆
全
盲
の
e
ス
ポ
ー
ツ
プ
レ
イ
ヤ
ー
の
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン

　

e
ス
ポ
ー
ツ
プ
レ
イ
ヤ
ー
の
N
A
O
Y
A
氏
と
、
バ
リ
ア
フ

リ
ー
e
ス
ポ
ー
ツ
事
業
や
障
が
い
者
の
就
労
支
援
事
業
を
行
う（
株
）

e
P
A
R
A
代
表
取
締
役
の
加
藤
大
貴
氏
が
、「
ど
ん
な
状
況
で
も

“
経
験
は
で
き
る
”
活
躍
で
き
る
場
所
が
あ
る
!!
」を
テ
ー
マ
に
話

し
ま
す
。
直
接
会
場
へ
。

時
13
時
15
分
～
13
時
45
分
場
体
育
館

◆
e
ス
ポ
ー
ツ
体
験
会

時
13
時
45
分
～
15
時
50
分
場
新
校
舎
内
サ
ッ
カ
ー
・
パ
ズ
ル
・
格
闘

他
12
時
30
分
か
ら
整
理
券
を
配
布

◆
全
盲
の
e
ス
ポ
ー
ツ
プ
レ
イ
ヤ
ー
と
の
対
戦
会

　
N
A
O
Y
A
氏
と
格
闘
ゲ
ー
ム
で
対
戦
し
ま
す
。

時
13
時
45
分
～
15
時
50
分
定
10
人
申
11
月
１
日（
水
）か
ら
、
電
話

ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
障
が
い
福
祉
課
へ
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

可
。
24
日（
金
）締
め
切
り
他
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選

◆
保
護
者
向
け
セ
ミ
ナ
ー
「
ネ
ッ
ト
犯
罪
か
ら
身
を
守
る
」

　
加
藤
氏
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
の
関
わ
り
方
に
つ
い
て
話
し
ま
す
。

時
14
時
30
分
～
15
時
定
20
人
程
度
申
11
月
１
日（
水
）か
ら
、
電
話
ま
た

は
フ
ァ
ク
ス
で
障
が
い
福
祉
課
へ
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
可
。
24
日

（
金
）締
め
切
り
他
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選

市長賞市長賞市長賞

市長賞

金賞金賞金賞

 最優秀賞 最優秀賞 最優秀賞

 最優秀賞 最優秀賞 最優秀賞

作
品
展

　
全
応
募
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

期
11
月
17
日（
金
）～
22
日（
水
）（
閉
庁
日
除
く
）

場
市
役
所
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル

案内ページ
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「
海
老
名
市
高
齢
者
訪
問
事
業
」を
試
験
的
に
実
施

地
域
包
括
ケ
ア
推
進
課 

☎（
２
３
５
）４
９
５
０

び
な
ウ
ェ
ル
健
康
教
室

び
な
ウ
ェ
ル 

☎（
２
０
４
）４
５
６
０

◆
レ
ク
チ
ャ
ー
ク
ラ
ス「
聞
い
て
動
い
て
学
ぶ
、

　
家
族
の
健
康
」

　
風
邪
の
予
防
や
体
づ
く
り
の
方
法
な
ど
を

講
話
と
運
動
で
学
び
ま
す
。

日
12
月
10
日（
日
）８
時
30
分
～
10
時
対
市
内

在
住
の
方
講
山
下
愛
茜
氏（
え
び
な
フ
ァ
ミ

リ
ー
ク
リ
ニッ
ク
ソ
ラ
ー
レ
院
長
）申
11
月
29
日

（
水
）締
め
切
り
他
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴

◆
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
ク
ラ
ス「
体
の
丸
ま
り
解
消
！

　
冬
の
自
宅
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
術
」

　
年
末
年
始
に
備
え
て
運
動
習
慣
を
身
に
付

け
ま
す
。

日
12
月
18
日（
月
）19
時
～
20
時
対
市
内
在
住

の
18
歳
以
上
の
方
講
山
口 

薫
氏（
健
康
運
動

指
導
士
）申
12
月
６
日（
水
）締
め
切
り

共
通
事
項

場
ル
ネ
サ
ン
ス
海
老
名
ビ
ナ
ガ
ー
デ
ン
ズ
24（
め
ぐ
み
町
３-

１
ビ
ナ
ガ
ー
デ
ン
ズ
パ
ー
チ
９
階
）

定
20
人
費
無
料
申
11
月
４
日（
土
）か
ら
。（
月
）（水
）（金
）は
13
時
～
20
時
、（
土
）（日
）（祝
）は
10
時
～
20

時
に
、電
話
ま
た
は
直
接
び
な
ウェル
へ
他
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
。駐
車
場
の
利
用
は
有
料
で
す

シ
ニ
ア
か
ら
始
め
る

健
康
づ
く
り
へ
の
取
り
組
み
に

　
〝
フ
レ
イ
ル
”と
は
加
齢
に
よ
り
心
身
の
機
能
が

低
下
し
た
状
態
の
こ
と
で
す
。
運
動
や
栄
養
な
ど

の
テ
ス
ト
や
チ
ェ
ッ
ク
、東
京
大
学
監
修
の「
フ
レ

イ
ル
チ
ェ
ッ
ク
」な
ど
を
通
じ
て
健
康
状
態
を
確

認
し
ま
し
ょ
う
。

日
12
月
６
日（
水
）10
時
～
12
時
15
分

場
国
分
寺
台
文
化
セ
ン
タ
ー

対
市
内
在
住
の
65
歳
以
上
の
方

定
18
人

内
握
力
・
筋
肉
量
測
定
、片
足
立
ち
上
が
り
な
ど

費
無
料

申
電
話
で
地
域
包
括
ケ
ア
推
進
課
へ
。
11
月
24
日

（
金
）締
め
切
り

他
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選

◆
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
教
室

　
操
作
方
法
を
一
か
ら
学
ぶ「
基
本
操
作
コ
ー
ス
」

と
30
分
の
相
談
が
で
き
る「
個
別
相
談
コ
ー
ス
」が

あ
り
ま
す
。

日
12
月
４
日（
月
）

時
①【
基
本
操
作
コ
ー
ス
】10
時
～
12
時
②【
個
別

相
談
コ
ー
ス
】〈
Ａ
〉13
時
30
分
か
ら〈
Ｂ
〉14
時
か

ら〈
Ｃ
〉14
時
30
分
か
ら〈
Ｄ
〉15
時
か
ら

対
市
内
在
住
の
60
歳
以
上
で
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を 地

域
包
括
ケ
ア
推
進
課 

☎（
２
３
５
）４
９
５
０

　
　

持続可能なより良い未来の実現を目指し、できることから始めてみませんか。
SDGsの17の目標を毎月１日号で紹介します。

環境政策課 （235）4912

 日本は都市部に住む人口の割合が高く、今後も増加すると予
測されています。都市部への人口集中は地域活性化が見込まれる一方、「交
通渋滞」「大気汚染」「災害に対する弱さ」「犯罪の増加」などの課題も増えま
す。全ての人が住み続けられる安全・安心なまちづくりを目指しましょう。

目標11

　身近な場所へ行くときは徒歩や自転車
などで移動することで、排ガスを起因と
する環境問題への対策、交通渋滞の解消、
健康促進にもつながります。シェアサイ
クルも活用してみましょう。

徒歩や自転車で移動する

海老名シェアサイクル
案内ページ

11

地域活動に参加する

　防災訓練、清掃活動、祭りなど、地
域活動に参加することは、地域への
理解や住民同士のコミュニケーショ
ンが深まるだけでなく、防災・防犯、
地域貢献にもつながります。

所
持
す
る
方

定
①
９
人
②
各
回
３
人

講
ジ
ェ
イ
コ
ム（
株
）社
員

◆
健
康
フ
レ
イ
ル
教
室

　
東
京
大
学
監
修
の「
フ
レ
イ
ル
チ
ェ
ッ
ク
」な
ど

を
通
じ
て
健
康
状
態
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

日
12
月
７
日（
木
）

時〈
Ａ
〉10
時
～
12
時
15
分〈
Ｂ
〉13
時
45
分
～
16
時

対
市
内
在
住
の
65
歳
以
上
の
方

定
各
回
10
人

高
齢
者
生
き
が
い
教
室

第
５
回
海
老
名
市
民
講
座
ま
な
Ｂび

ー

な

Ｉ
Ｎ
Ａ

小
・
中
学
生
の
た
め
の
科
学
講
座

「
空
気
・
お
も
さ
・
電
気
を
感
じ
て

も
っ
と
知
っ
て
み
よ
う
！
」

学
び
支
援
課 

☎（
２
３
５
）８
４
１
１

　
実
験
や
体
験
、も
の
づ
く
り
を
通
じ
て
科
学
を
学
び
ま
す
。

日
内
①
12
月
２
日（
土
）「
空
気
を
た
く
さ
ん
感
じ
て
み
よ
う
！
」②
９
日（
土
）「
お

も
さ
っ
て
な
に
？
」③
16
日（
土
）「
電
気
を
使
っ
て
、な
に
が
で
き
る
？
」時
９
時
30

分
～
11
時
30
分
場
今
泉
中
学
校
物
理
室
対
市
内
在
住
の
小
学
校
４
年
生
～
中

学
校
１
年
生
定
各
回
先
着
20
人
講
野
田
啓
司
氏（
今
泉
中
学
校
教
諭
）費
無
料

申
11
月
２
日（
木
）か
ら
、電
話
で
学
び
支
援
課
へ

文
化
財
ガ
イ
ド「
秋
葉
山
古
墳
群
と

周
辺
の
遺
跡
・
寺
院
を
め
ぐ
る
」

教
育
総
務
課 

☎（
２
３
５
）４
９
２
５

　
弥
生
時
代
終
末
期
か
ら
古
墳
時
代
前
期
に
か
け

て
造
ら
れ
た
秋
葉
山
古
墳
群
な
ど
を
た
ど
る
約
５
㌔

の
コ
ー
ス
で
す
。

日
12
月
２
日（
土
）９
時
30
分
～
12
時（
小
雨
決
行
、荒

天
は
３
日（
日
）に
延
期
）定
先
着
40
人
内【
コ
ー
ス
】

か
し
わ
台
駅
西
口（
集
合
）→
護
王
姫
の
碑
→
常
泉

院
→
秋
葉
山
古
墳
群
→
か
し
わ
台
駅
西
口（
解
散
）

費
無
料
主
市
教
育
委
員
会
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
海
老
名
ガ

イ
ド
協
会
申
11
月
２
日（
木
）か
ら
、電
話
ま
た
は
直

接
教
育
総
務
課
へ
他
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴

めざせ！

高
齢
者
生
き
が
い
教
室
共
通
事
項

場
第
一
高
齢
者
生
き
が
い
会
館
費
無
料

申
往
復
は
が
き（
１
人
１
枚
）の
返
信
用

表
面
に
住
所
・
氏
名
を
、往
信
用
裏
面
に

教
室
名・希
望
コ
ー
ス（
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

教
室
の
み
）・
希
望
時
間
の
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ

ト・住
所・氏
名・年
齢・電
話
番
号
を
記
入

し
、〒
２
４
３

-

０
４
１
０
杉
久
保
北
２

-

３

-

４
第
一
高
齢
者
生
き
が
い
会
館「
生

き
が
い
教
室
係
」へ
。11
月
17
日（
金
）必
着

他
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
。詳
細
は
、

海
老
名
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー（
☎

２
３
７・３
０
０
１
）へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い

フ
レ
イ
ル
チ
ェッ
ク

「
楽
し
く
自
分
で
健
康
チ
ェッ
ク
」

　
医
療
や
介
護
、福
祉
の
支
援
が
必
要
な
状
態
に
も
か
か
わ
ら
ず
受

け
ら
れ
て
い
な
い
高
齢
者
を
支
援
す
る
た
め
、医
師・歯
科
医
師
に
よ

る
訪
問
を
、11
月
１
日
か
ら
試
験
的
に
開
始
し
ま
す
。対
象
者
に
行
っ

た
ア
ン
ケ
ー
ト
を
も
と
に
、訪
問
時
に
個
別
の
提
案
や
相
談
な
ど
を
行

い
ま
す
。

対
要
介
護
３
以
上
に
認
定
さ
れ
て
い
る
75
歳
以
上
の
方
で
、医
療
や

介
護
、福
祉
の
サ
ー
ビ
ス
利
用
が
な
い
方
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情報 情報

「ウォームビズ」にご協力を
環境政策課 ☎（235）4912

環境省は冬の暖房使用時の室温を
20℃に推奨する「ウォームビズ」を呼
び掛けています。暖房時のエネルギー
使用量を抑えることはCO₂の削減や
電気代の節約になります。環境にも家
計にも負担の少ない快適なライフス
タイルを目指しましょう。

お知らせ

地方公共団体情報システム機構のシステ
ム改修に伴い、マイナンバーカードの交
付、住所・氏名などの変更、電子証明書の
発行、暗証番号の変更など、市役所窓口
の一部手続きが停止されます。コンビニ
交付サービスは利用可能です。詳細は、
市ホームページをご覧ください期11月
２日㈭18時～６日㈪７時30分

窓口サービス課 ☎（235）4869

国保医療課 ☎（235）4595
　神奈川県後期高齢者医療広域連合 

☎045（440）6703 
　F 045（441）1500

パブリックコメント「第３次
データヘルス計画（素案）」

意見を募集します。同案は神奈川県後
期高齢者医療広域連合、国保医療課、
市役所情報公開コーナー、同広域連合
ホームページ、市ホームページで閲覧
できます。

【閲覧および受付期間】11月８日㈬～
12月７日㈭

【提出方法】用紙に意見・住所・氏名・
年齢を記入し、郵送・ファクス・メー
ルまたは直接神奈川県後期高齢者医
療広域連合（〒221-0052横浜市神奈
川区栄町８-1 ヨコハマポートサイド
ビル９階神奈川県後期高齢者医療広
域連合宛て Epubcomm@union.
kanagawa.lg.jp）へ。直接国保医療課
へも可。用紙は同広域連合と同課で
配布のほか、同広域連合ホームペー
ジからダウンロード可。匿名や電話
での応募はできません。12月7日㈭
締め切り（消印有効）

主に給与支払報告書や確定申告書な
どの課税資料の整理を行います。詳細
は、市民税課へお問い合わせください。

【任用期間】令和６年１月９日㈫～３月29
日㈮

【勤務日】㈪～㈮の週５日
【勤務時間】９時～17時（休憩１時間）
【報酬】時間額1,150円
申11月１日㈬から、履歴書を郵送また
は直接市民税課へ。20日㈪締め切り

（必着）

市民税課 ☎（235）8594

「課税資料整理業務員（一般事
務）」会計年度任用職員

マイナンバーカード　
市役所窓口での手続きを
一時停止

環境政策課 ☎（235）4912
荷物の積み降ろし、待ち時間の長い踏
切や信号などで駐停車する時は、「ア
イドリングストップ」を心掛けましょ
う。緩やかに発進する「ふんわりアク
セル」や、早めの「アクセルオフ」は燃
費の改善に効果的です。エコドライブ
にご協力をお願いします。

縦覧を県都市計画課と市都市計画課の
窓口で行います。市民と、同案の区域
に利害関係のある人は意見書を提出す
ることができます。

【縦覧と意見書の提出期間】
11月14日㈫～28日㈫（㈯㈰㈷除く）

【縦覧可能な内容】
（②～⑦は市都市計画課のみ）
①「区域区分（市街化区域と市街化調整
　 区域との区分）」
②「用途地域」
③「防火・準防火地域」
④「地区計画」
⑤「土地区画整理事業」
⑥「下水道」
⑦「公園」

【提出方法】
所定の用紙を郵送または直接市都市
計画課へ。用紙は県都市計画課と市都
市計画課で配布のほか、県ホームページ
と市ホームページからダウンロード可。
11月28日㈫締め切り（必着）

海老名市役所周辺地区市街化
区域編入に関する都市計画案
の縦覧
県都市計画課 ☎045（210）6175

　市都市計画課 ☎（235）9391

11月15日㈬11時ごろ、防災行政無線
や防災ラジオからJアラートの伝達試
験放送が流れます。災害と間違えな
いように注意してください。サイレン
は流れません。

危機管理課 ☎（235）4501

令和５年度第３回Jアラート
全国一斉情報伝達試験を実施

予防課 ☎（231）0968
火災はわずかな不注意から発生します。

「火を消して 不安を消して つなぐ未来」
をスローガンに、期間中、市内事業所な
どへの立ち入り検査や広報活動を行い
ます。ご理解とご協力をお願いします。

11月9日～15日
秋季全国火災予防運動

森林整備などに必要な地方財源を確保
するため、来年度から新たに森林環境
税の徴収が始まります。個人住民税均
等割と併せて年1,000円を市が国税と
して徴収します。また、平成26年度か
ら東日本大震災の復興財源として住民
税均等割に追加徴収していた臨時的措
置は、令和５年度で終了します。詳細
は、市ホームページをご覧ください。

市民税課 ☎（235）8594

令和６年度から
森林環境税の徴収を開始

11月1日㈬から、市民税課前配布コー
ナーに年末調整関連資料を配架します。
所得税については大和税務署（☎262・
9411）へお問い合わせください。

市民税課 ☎（235）8594

事業所の給与担当者を対象に
年末調整関連資料を配布

対応言語 曜日 時間

英語 ㈪～㈮  10時15分～
 17時15分

中国語 第２㈬  ９時～12時
第３㈬ 13時～16時

スペイン語 第２㈮  ９時～12時
第３㈮ 13時～16時

国際総合窓口を開設
市民相談課 ☎（235）4568

市内在住の外国籍住民が安全・安心に
生活できるまちを目指し、英語、中国
語、スペイン語対応の相談窓口を開
設しました。多言語行政相談員が市
役所窓口での通訳や相談に対応しま
す。公共施設を利用する際などの補助
として、市登録の多言語ボランティ
アの通訳
派遣も行
い ま す 。
詳 細 は 、
市ホーム
ページを
ご覧くだ
さい。
場市役所２階市民相談課内

【窓口対応日時】※㈷除く

里親制度にご協力を
子育て相談課 ☎（235）4825

家族と暮らせない事情がある子ども
たちを家庭に迎え入れ、成長をサポー
トする「里親」の活動は、養子縁組や
短期間の養育などさまざまです。詳細
は、厚木児童相談所（☎240・6430）ま
たは里親センターひこばえ（☎205・
6092）へお問い合わせください。

海老名市景観審議会の
市民委員
都市計画課 ☎（235）9391

まちの良好な景観づくりの調査や審議
を行います。任期は２年間です。
任令和６年１月21日～８年１月20日対市
内在住の18歳以上（令和６年１月１日
時点）で条件を満たす方定２人申応
募用紙と800字程度の小論文（テー
マ「私の考える海老名市の景観につ
いて」）を郵送または直接都市計画課
へ。用紙は同課で配布のほか市ホー
ムページからダウンロード可。11月
17日㈮締め切り（必着）他報酬は日額
8,700円

普通救命講習
〔Ⅰ〕〔Ⅲ〕の座
学講習は、実技
と同日に受け
る当日受講と
事前にオンラ
インで受ける
WEB受講があ
ります。
◆普通救命講習〔Ⅰ〕
心肺蘇生法とAED（自動体外式除細動
器）の使い方を学ぶ講習。
◆普通救命講習〔Ⅲ〕
主に乳児・小児に対する心肺蘇生法と
AEDの使い方を学ぶ講習。

場本署対市内在住・在勤・在学の中学生
以上の方定各回先着16人費無料申11
月７日㈫９時から電話で。24時間受け付
け。WEB受講は市ホームページから
他WEB受講者は実習日に「受講証明書」
を持参。修了者には修了証
を交付。災害発生時などは
中止・変更になる場合があ
ります

警防課 ☎（231）0932

講習名 日にち
（12月） 時間 座学

〔Ⅰ〕 ７日㈭  ９時～12時 当日

〔Ⅲ〕 ３日㈰
 ９時～12時 当日

 13時～15時 WEB

普通救命講習〔Ⅰ〕〔Ⅲ〕

ＴＮＲとは、飼い主がいない猫を捕獲し、
不妊・去勢手術をした上で元の場所へ戻
す活動のことです。活動の概要や留意
点、補助制度などを学びます。
日11月16日㈭14時～15時30分場市
役所401会議室対市内在住の18歳以
上でＴＮＲを実施予定の方・市内事業
者など定先着30人費無料申11月２日
㈭から、電話または直接環境政策課
へ他修了者
には終了証
を交付しま
す 。３年 ご
との更新制
です

環境政策課 ☎（235）4912

募　　集

WEB講習
案内ページ

大和斎場休場日
大和斎場 ☎（264）5566

11月17日㈮は、施設点検のため休場
します。施設の電話予約などは受け付
けます。

エコドライブにご協力を

窓口混雑状況配信サービス 
窓口サービス課 ☎（235）4869

市役所窓口の混雑状況
をリアルタイムで確認
できます。

活動前に受講を
ＴＮＲ講習会

道路管理課 ☎（235）9381
樹木から落ちた枝木や葉は、側溝などに
堆積し、排水処理に支障をきたす場合が
あります。樹木の剪

せん
定
てい

や伐採を定期的に
行い、枝木や
葉が道路に
散乱してい
る場合は除
去してくだ
さい。

所有地の樹木の適正管理に
ご協力を

電話の掛け間違いにご注意を 

電話の際は、電話番号を確認の
上、掛け間違いのないようにお願
いします。

デジタル推進課 ☎（235）8400
受信設定から防災やイ
ベントなど欲しい情報を
選択できるほか、各種申
請や予約などができます。

LINE公式アカウント
「海老名市」

広報えびなも配信
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市では、自主財源確保のため広告を掲載しています。掲載のお問い合わせは、（株）横浜メディアアド（☎045・450・1808）へ。

催　　し

募　　集

「令和５年度防火ポスター」の全応募
作品を展示します。
期11月８日㈬～22日㈬（初日は12時
から、最終日は13時まで）場えびな市
民活動センタービナレッジ他駐車場
の利用は有料です

予防課 ☎（231）0968
防火ポスター展

神奈川フィルハーモニー管弦楽団首
席ソロコンサートマスターでヴァイ
オリニストの石田泰尚氏と、ピアニ
ストの中島 剛氏によるコンサートで
す。「座間市・綾瀬市・海老名市文化振
興プロジェクト」の一環で開催しま
す。３市に在住・在勤・在学の人に11
月５日㈰から先行販売あり。払い戻し
不可。詳細は、綾瀬市生涯学習課へ問
い合わせまたは同市ホームページを
ご覧ください。
日令和６年２月４日㈰14時～16時
ごろ場綾瀬市オーエンス文化会館大
ホール（綾瀬市深谷中1-3-1）対５歳
以上の方定先着900人内バレエ「恋
は魔術師」より「火祭りの踊り」（ファ
リャ）、「ヴァイオリン・ソナタ イ長
調」（フランク）ほか費2,000円他全席
指定。小学生以下は保護者同伴。この
事業は市町村振興宝くじ「サマージャ
ンボ宝くじ」の収益金が活用されてい
ます

綾瀬市生涯学習課 
　☎0467（70）5670

高齢者施設の種類と費用について学
びます。
日12月７日㈭10時～11時30分場総合
福祉会館対市内在住の方定先着40人
講涌井友宣氏（㈱ベネッセシニアサポー
ト）費無料申11月７日㈫から、電話で海
老名北地域包括支援センター（☎231・
6061）へ他駐車場の利用は有料です

介護者教室「高齢者向け住ま
いの探し方と選び方」
地域包括ケア推進課 ☎（235）4950

講話と調理実習を行います。
日12月４日㈪９時45分～12時場えび
な市民活動センタービナレッジ対市内
在住・在勤の方定13人費300円（食材
代）主食生活改善推進団体えびな会
申11月２日㈭から、電話または直接健
康推進課へ。24日㈮締め切り他応募
多数の場合は抽選。駐車場の利用は有
料です

フレイル予防
料理教室
健康推進課☎（235）7880

「こころ元気な大人が子どもの未来を
築く」をテーマに記念講演を行います。
日11月9日㈭13時45分～16時30
分場文化会館小ホール定先着150
人講鎌田 敏氏（こころ元気研究所所
長）費無料申電話で海老名市学校保
健会事務局（門沢橋小学校内☎238・
0810)へ。市立小・中学校に在学のお
子さんの保護者は学校で配布の申込
用紙を各学校へ

海老名市学校保健会
設立50周年記念式典・講演会
就学支援課 ☎（235）4921

何かをしても、しなくても良い場所です。
あなたの居場所を見つけてください。時
間内の入退出自由。直接会場へ。詳細
は、県青少年サポート課へ問い合わせま
たは県ホームページをご覧ください。
日11月24日㈮13時～16時場総合福祉
会館費無料他駐車場の利用は有料です

県青少年サポート課
　☎045（263）4467

ひきこもり当事者のための
居場所

終活の始め方を学びます。
日11月20日㈪13時30分～15時場門
沢橋コミセン対市内在住の方定先着
24人講斉藤 進氏（（一社）終活コンシェ
ルジュ顧問）費無料申11月２日㈭から、
電話で海老名南地域包括支援センター

（☎238・7691）へ

地域包括ケア推進課 ☎（235）4950

介護者教室「元気なうちから
始める自分らしく人生をしま
う準備」

スマートフォンの基本操作を学びます。
日11月29日㈬10時～12時場総合福
祉会館対市内在住の65歳以上で、ス
マートフォンを所持する方定先着15
人費300円（資料代）申11月２日㈭か
ら、電話で海老名市社会福祉協議会へ
他駐車場の利用は有料です

海老名市社会福祉協議会
　☎（232）1600

シニア向けスマホの使い方教室

地域で福祉活動に取り組むボラン
ティア団体〝海老名市赤十字奉仕団〟
の団員を募集します。詳細は、日本赤
十字社神奈川県支部海老名市地区事
務局へお問い合わせください。

【主な活動】救急法の普及・救護ボラン
ティア・街頭募金活動・幼児安全法講
習会の実施

日本赤十字社神奈川県支部海老名
市地区事務局（福祉政策課内） 

   ☎（235）4820

海老名市赤十字奉仕団員

市内団体による体験会などを行いま
す。さまざまな文化やスポーツにふ
れられます。直接会場へ。
日11月25日㈯13時～15時場えびな
こどもセンター内【体験】少林寺拳
法・キックボウリング・少年消防クラ
ブ・二

に
胡
こ

・図書館ワークショップ な
ど【見学】おはやし・ダンス・茶道

学び支援課 ☎（235）4926
えびなっ子ふれあいフェスタ

「健康増進」「環境啓発」がコンセプト
のイベントを通じてSDGsへの理解
を深めます。直接会場へ。
日11月26日㈰９時～16時場高座
クリーンセンター環境プラザ（本郷
1-1）、高座施設組合屋内温水プール

（本郷20 ‐ 1）ほか他詳細は、電話で
高座クリーンセンター環境プラザ

（☎238・3172）に問い合わせまたは
同ホームページをご覧ください

高座清掃施設組合 
　☎（238）2094

高座SDGsフェスティバル

市の職員と消防職員が訪問し、火の元の
点検や、地震対策として家具転倒防止の
安定板を１世帯２個まで設置します。
日11月下旬～12月中旬対市内在住の
70歳以上で１人暮らしの方定50人費無
料申11月６日㈪から、電話で地域包括
ケア推進課へ。22日㈬締め切り他初め
ての方優先。応募多数の場合は抽選

地域包括ケア推進課 ☎（235）4950

1人暮らし高齢者宅の
安全点検と地震対策援助

スマホの基本操作を体験
シニア向け「スマホ教室」

スマートフォンの購入を検討してい
る人や操作が不慣れな人向けの教室
です。現在契約中の通信会社を問わ
ず、１コースのみ参加できます。
◆Ａコース
基本操作やLINEアプリの使い方を学
びます。端末は貸し出します。
日場11月21日㈫／国分コミセン、
28日㈫／柏ケ谷コミセン時13時～
15時講ソフトバンクスマートフォン
アドバイザー
◆Ｂコース
基本操作やカメラ機能の使い方を学
びます。便利なアプリの紹介もしま
す。Android端末を貸し出します。
日11月20日㈪14時～16時場市役所
701会議室講ＫＤＤＩ㈱認定講師
※共通事項
対市内在住の65歳以上で、スマート
フォンを持っていない、または操作が
不慣れな方定各回先着20人費無料申11
月６日㈪9時から、電話でデジタル推進
課へ。９日㈭締め切り他初めての方優先

デジタル推進課 ☎（235）8400

広報えびな 点字版・音声版 
障がい福祉課 ☎（235）4813

広報の文字が見えにくい方にお送
りします。

市内の美し
い風景やイ
ベントなど魅力あふ
れる写真を発信

市の情
報や魅
力を動画で発信

海老名市の情報発信中！！
シティプロモーション課

　☎（235）4574

インスタグラム
ebina_official

YouTube
【公式】海老名市

行政情報のほか、海老名の
旬の情報を発信

フェイスブック
海老名市役所「えびなデイズ」

アヤセ・プロムナード・コンサート
「ヴァイオリンとピアノの調べ」

環境政策課 ☎（235）4912
　桂川・相模川流域協議会神奈川県
　事務局 ☎045（210）4352

第29回桂川・相模川流域
シンポジウム

「命とくらしを守れるか 新たな水害対
策」をテーマに、講演や事例発表など
をします。オンライン視聴もできます。
詳細は、桂川・相模川流域協議会ホー
ムページをご覧ください。
日11月25日㈯13時～16時場えびな市
民活動センタービナレッジ定150人講嘉
田由紀子氏（元滋賀県知事）費無料申桂
川・相模川流域協議会ホームページで。
11月20日㈪締め切り他応募多数の場合
は抽選。オンラインはZoomを使用。駐
車場の利用は有料です

◆海老名市応援まごころ基金    
（保健・福祉に関する分野）へ　

・明治安田生命保険相互会社    
町田支社　　　　70万8,000円

ご寄付ありがとうございます
（敬称略）



海老名を元気づけるために頑張りました。
上星小学校　渡

わた

辺
なべ

 仁
じん

さん（11歳）

今号の題字

　表紙の写真、パッと見て何の建物か分かった方はい
らっしゃいましたか。この建物の建築当初は温故館で
はなく村役場です。建築にあたって職員がさまざまな

地域の役場へ直接調査に回って原型ができたそう。珍しい洋風の
建物に、当時の人が何を感じたのか気になります。（た）

編 集
雑 記

世帯数
61,911世帯
（60,879世帯）

※（  ）内は前年同月
　（令和４年10月）の値

人 口
140,170人
（139,387人）

男　70,392人
（69,964人）

女　69,778人
（69,423人）

世帯数と人口
〈令和５年10月１日現在〉

今月の納税・納付
〈納期限11月30日㈭〉

■ 国民健康保険税[６期]
■ 市営住宅使用料[11月]
■ 保育所保育料[11月]
■ 介護保険料[６期]
■ 後期高齢者医療保険料[５期]
■ 小学校給食費[７期]

納付は、口座振替が便利です。

えびな市民まつり
花火有料観覧チケットを販売

えびな市民まつり実行委員会事務局（市民活動推進課内） （235）4794

「えびな市民まつり」のフィナーレを飾る花火の有料観覧チケットを販売します。
約5,000発の花火をゆったり座って観

み
ることができます。
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時 17時30分から
     （約30分間）

陸上競技場スタンド席
　全席指定です。休憩スペースとしても利用できます。
時まつり開催時間中定先着800席費１席1,500円（お子さんの膝上観覧は無料）
他ベビーカー利用者優先席あり

さがみグリーンライン側エリア
　打ち上げ場所の河川敷に最も近い場所で自由に観覧できます。敷物など持参で。
時16時から定先着600人費１人1,000円（保護者１人につき小学生以下のお子
さん１人無料。２人目からは１人500円）

※共通事項
申11月２日㈭９時～17時、４日㈯８時30分～12時に直接市役所エントランス
ホール臨時販売場所へ。６日㈪～17日㈮９時～17時は直接市民活動推進課へ
（㈯㈰除く）他購入は１人10枚まで。チケットの再発行は不可。残数がある場合
は、まつり当日も販売。花火中止時は、後日チケットと引き換えに返金します

えびな市民まつり

花火打ち上げ

日 11月19日㈰
　 10時～18時30分
場 海老名運動公園




